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⼼房細動とは⼼房が⼩刻みで不規則な拍動をする不整脈です。
⼼房細動になると⾎液が⼼房の中でよどみ、⾎のかたまり（⾎栓）ができてしまうことがあります。
この⾎栓が⼼臓から送り出され、脳の⾎管に到達してしまうと脳梗塞を発症します。
そのため、⼼房細動の患者さんは抗凝固薬を服⽤する事が推奨されています。
しかし、消化管出⾎や脳出⾎などのリスクが⾼く抗凝固薬を⻑期間服⽤できない患者さんもいます。
WATCHMANは、そのような患者さんのための脳卒中リスクに対する代替療法です。

低侵襲
外科的な⼿術のように胸を切
開する必要がなく、負担を少
なくすることが可能です。
⼊院期間は最短3泊4⽇です。
翌⽇から歩⾏可能です。

1
脳卒中リスク

低減
⾎栓形成の90％以上は⼼臓の
左⼼⽿でおこり、そこを閉鎖
することで抗凝固薬の内服な
しに脳卒中を予防します

3
抗凝固薬の
中⽌が可能

2

術後45⽇で96％以上の
患者さんが抗凝固薬の
中⽌に成功しています。

PFO治療相談窓⼝
構造的⼼疾患(SHD)外来：①③⑤⽉曜午後
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